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省電力実現のため大電流加速器向け四極永久磁石の概念検討を行った。本検討の四極永久磁石ではどの磁

場勾配でも非常に小さい多極成分誤差磁場を実現できるという大きな特徴をもつ。本発表では誤差磁場、漏

れ磁場、磁場調整の方法などに関して研究結果を報告する。本研究は、総合科学技術・イノベーション会議

が主導する革新的研究開発推進プログラム（ImPACT）の一環として実施した。 
 

キーワード：四極永久磁石 , 核変換 
 

1. 緒言 

核変換用大電流(1A 級)加速器向けの大口径四極永久磁石の概念検討を実施した。我々は永久磁石配置円盤

モジュール構造を提案し、その多極誤差磁場、漏れ磁場を評価した。 
 

2. 四極永久磁石の検討 

永久磁石を用いた加速器用の四極磁石に於いては、一般的に以下のような課題が挙げられる。 

(a) 製作などに起因する不整磁場(多極誤差磁場)  

(b) 磁石強度の調整(初期調整、隣接する超伝導加速空洞へのもれ磁場を一時的に小さく) 

これらを両立させる発想として、永久磁石配置円盤モジュール構造を考案した。この構造の重要な点は、 

(i) 高機能四極磁石円盤を積層 

 ・ 永久磁石の素材調達性が極めて良好(大きな

磁石の塊を準備する必要が無い) 

 ・ 円盤モジュール単位の多極誤差磁場抑制 

 (ii) 正逆回転円盤による磁場強度調整機構 

 ・ 四極磁場強度を 0%～100%迄調整可能 

・ 隣接する超伝導加速空洞へ影響するもれ磁

場が小さい 

が挙げられ、これら特徴により上記の課題を全て解決するものである。着磁誤差、磁場測定誤差、磁石位

置／角度誤差を考慮して発生する多極誤差磁場を評価した結果、四極磁場成分を１とすると多極誤差磁場 

(２次含む)は最大でも 10-4台であることを解析で確認した。また、円盤内に配置する円柱磁石の配向を変えれ

ば、偏向磁石、六極磁石など、適用範囲が極めて広いことも特徴として挙げられる。 
 

3. 結論 

磁場強度調整可能であるためもれ磁場が小さく、多極誤差磁場が小さいことなどから、核変換用大電流加

速器へ本研究の四極永久磁石が適用できる可能性を示した。 
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